


















































































































































































Kanazawa University Museum Newsletter 3
（ 7 .10）～ 9 .27 企画展「Wall Chart Arts―教育掛図のイメージ―」
8 . 1 文部科学省中村学生・留学生課留学生交流室政策調査係長来館
8 . 2 平成25年度第 5回ヴァーチャル・ミュージアム打合せ
8 . 8 ミュージアム・ツアーの実施（オープンキャンパス対応）
8 .21 収蔵庫（地下）に書架増設
8 .31 ～ 9 . 1 燻蒸作業の実施
9 . 4 平成25年度第 6回ヴァーチャル・ミュージアム打合せ
9 . 9 文部科学省酒井財務課制度企画プロジェクトチーム係長来館
9 .12 「資料館だより（第42号）」発行






10. 8 平成25年度第 7回ヴァーチャル・ミュージアム打合せ
10.12 名古屋大学博物館特別講演会で古畑資料館長が講演
10.17 ～11.22 特別展「二十年目の邂逅―泣き別れになった四高物理実験機器―」
11/ 2～ 4（金沢大学ホームカミングディ・金大祭）及び11/ 9，16臨時開館




11. 6 平成25年度第 8回ヴァーチャル・ミュージアム打合せ















































月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
24年度 639 577 375 474 1,050 373 552 448 279 356 251 158 5,532
25年度 661 457 224 460 1,379 287 411 749 4,628
1903（明治36）年に購入された
ステレオ・スコープ
企画展チラシ
　前号（42号）の編集後記は紙面
の都合で割愛した。皮肉なことに，
今号は紙面の都合で随分なスペースをいただいた
（泣＆笑。「たかが編集後記。されど編集後記」）。
　さて，今期も多くの方々から貴重な資料の数々
を移管・寄贈していただいた（P3に関連記事）。
　これらの資料群は，資料館で整理の上，機会
あるごとに展示・公開しているが，いずれも金沢
大学創基150年の歴史と伝統を感じる一級品であ
り，後世の記念事業や大学史編纂を行う上での重
要な基礎資料（証拠）となることは明らかで，貴重
な遺産となる。
　改めて，この貴重資料を後世に残していかなけ
ればならない使命と同時に，資料館事業の大切さ
を皆さんにどのように周知し，認知してもらうか
が重要課題となっている。
　人員増も予算増も措置されず，大学博物館・
大学文書館として認知されない（＝機能を果たせ
ない）資料館は，単なる「物置」と化するしかない。
資料館を元気にするのは「今でしょ！」。
 （井川俊昭）
編集後記
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